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“さか上がり”の動作分析ならびに補助ベルトの効果
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ABSTRACT

L　Electrogoniogram　of　the　elbow　and　cinematograph　were　simultane ・

ously　recorded　during　the　forward －upward　circling　at　the　low

horizontal　bar．　34　school　children　of　both　sexes　ranging　in　age　from

10　to　12　years　including　ten　children　wbo　have　acquired　the　skill　were

employed 　as　subjects．

The　important　teaching　points　of　the　forward －upward　circling，

obtained　through　this　eχperiment　were　as　follows　：

（1）　Let　them　raise　their　waist　to　the　bar　as　closely　as　possible　before

both　feet　taking　off　the　floor．

（2）Let　them　start　to　rotate　their　shoulders　backward　just　before　both

feet　taking　off　the　floor，　and　as　soon　as　both　feet　taking　off　the

floor，　rotate　backward　positively．
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The　over －hand　grip　is　more　advantageous　than　the　under －hand

grip　for　the　following　two　reasons ・　，　　 ．・・・．　・．・・
・．・・・．　　・・　　

．・・　　　　　．・

One　is　that　it　helps　the　children　to　make　their　waist　close　to　the

bar　more　easily ．

The　other　is　that　it　helps　to　keep　his　shoulders　in　higher　position ，

so　that　the　backward　rotation　of　the　shoulders　can　be　performed　in

the　biggest　arc ．　　　　　　　　 ，・　　　　　　　　　　　　 ▽

2，　The　supporting　belt　made　on　an　experimental　basis　consists　of　the

cloth　that　cover　the　hip ，　the　nylon　belt　that　connect　the　cloth　with

the　bar　to　keep　the　body　close　to　the　bar ，　and　the　buckeles　that

connect　the　nylon　belts　at　both　sides　of 　the　cloth ．

While 　the　supporting　belt　is　used ，　the　knees　of　the　children　are

allowed　to　flex　and　extend　more　vigorously　during　the　forward ，

backward　and　forward －upward　circlings ．　This　motion　is　supposed

to　be　very 　effective　for　increasing　the　rotational　speed ．

We　conducted　a　small　e χperiment　in　class　to　find　some　imprications

of　this　result　for　teaching ．　Elementary　school　children 　（44 ）　were

taught　how　to　use　supporting　belts　 （20 ）　at　the　low　horizontal　bar ．

They　were　told　to　use　the　belt　whenever　nesessary ．　It　turned　out

that　they　used　the　belts　for　forward　circling　most　frequently ．　Ne χt

came　backward　circling ．　The　belts　were　least　used　for　forward －

upward　circling ・

The　impressions　of　the　children　after ：the　class　were　as　follows　 ：

About　70 ％of　them　had　no　fear　during　the　rotation　when　they

use　the　supporting　belt ．　　　　　　　　　・こ　” 犬

More　than　80 ％of　them　showed　interest　in　the　supporting　belt

and　e χpressed　their　desire　to　use　the　belts　even　when　they　are　not

in　class ．

And　90 　％ 　of　them　wanted　to　get　more　chance　for　using　the　belt ．

要　　　旨

1 ．低鉄棒での“さか上がり”動作を分析した結

杲から，その重要な指導のポイントとして，①

両脚の離床前までに腰をできるだけ鉄棒に近づ

ける，③両脚の離床直前から肩の後方回転を開

始し離床後は積極的に後方に回転させることで

ある． また，③順手は腰を 鉄棒に 近づけやす

く，両脚の離床後に肩の後方回転が大きくでき

るという2 点から逆手より有利である。

2 ，腰を鉄棒に固定した状態での積極的な回転動

作を安心して学習できるような補助ベルトを試

作し，応用したところ，次のような効果および

反応がみられた。

（1） 補助ベルトを用いて低鉄棒で各種の回転運

勦を試みさせたところ，ダ回転速度を得やすい



ように膝関節の屈伸動作が積極的にみられる

ようになった．

閣　小学校4 年生に，補助ベルトの使用方法の

説明をした後，自由に使用させたところ

①　試みられた運動ぱ 前まわり”，“後ろまわ

り”，“さか上がり”の頏で多くみられた．

③　補助ベルトを使ってみた感想は，　70＄近く

の児童が回転運動に対する恐怖感をあまり持

つことなく，80％以上が使ってみて「おもし

ろかった」と答えた／また，　90％の児童か今

後も機会があれば「使ってみたい」と思うほ

どの興味を示した．　　　　　　 し

は じ め に

学校における体育教材での「器械運動」 は，

「その技術指導が難しい」という理由によって指

導者からは敬遠されがちであり，また，「その出

来・不出来か衆目にさらされる」ために，不得意

な子供達にとっては試みることすらおっくうにさ

せている状況が見受けられる．しかし，器械運動

は幼時期から親しんできた固定遊具での運動を発

展させたものも多く，それら技術の系統性が明ら

かにされれば指導者からも 学習者からも無 理 な

く，しかも効果的な学習・指導が可能となると考

えられる．また，学習者が新しい技術に挑戦する

場合に，その運動での合理的な技術のポイントが

明らかになれば，その取り組みをより積極的なも

のにすることができると考えられる．

これまでの“さか上がり” に関する研究報告

は，佐藤（1957，　1961，　1966），辻野ら（1961），

小林（1967），　Leggettら（1973），吉澤（1987）

をはじめ数多くみられる．

本研究では器械運動の基本的な技術“さか上が

り”を取り上げ，映剿と筋電図を併用し，低鉄棒

の“さか上力淘 ”を小学生児童に行わせ，既習得

児と未習得児の動作を比較し，また同一被験者に

おいて習得前後を比較検討することにより，“さ
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か上 が り”を指 導す る上で の指導 の ポイ ントを 明

らか にする とと もに， “さか上 がり ”を 含 めた低

鉄棒運 動 の学 習を容 易に す るため の 補 助 ベルトを

試作 し， その実用 性につ いて 検討 し た ．

I 。“さか上がり”の動作分析

方　　　法

1 ，被験者

被験者は小学校児童を対象とした．すでに“さ

か上がり”を習得している児童（既習得児10名）

ならびに，まだ“さか上がり”を習得していない

児童（未習得児延べ24 名）に順手および逆手で低

鉄棒の“さか上がり”を行わせ，以下のように記

録を行った．各被験者の試技回数は，延べ28 ～32

回であった．なお，未習得児中8 名は練習によっ

で さか上がり”を習得したため，一ヵ月後に習

得後の記録のため再び被験者とした．

2 ．記　録

（1） 関節の角度変化

あふり脚側の肘関節の角度変化の記録

は，一軸性のエレクトロゴニ オメータを使

用した．

（2）接触シグナル

分圧装置を用いて足部の接床時及び腹部

の鉄棒との接触時をゴニオグラムと同時記

録した．

（3） 映　涓

フォームは16mm カメラを 使用し，側方

から毎秒32コマで撮影した．16m 珥 フィル

ムの各フレームのシグナルパルスをゴニオ

グラムと同時記録した．

結果ならびに考察

1 ．“さか上がり”動作中の姿勢変化

16mm カメラによって毎秒32 コマで記録したフ

ィルムの各コマごとに，“さか上がり”動作中の
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姿勢と鉄棒の関係をみるため，図1 に示したよう

に次の角度を計測した．

図1　 フィルムより計測された角度

∠X ：鉄棒と肩峰点を結ぶ線と，水平線h との

なす角（肩の後方回転の程度を表す）

∠Y ：鉄棒と肩峰点と大転子を結んだ角（腰の

鉄棒への接近の程度を表す）

図2 は，すでに“さか上がり”を習得した児童

の“さか上がり”動作中の∠X ，∠Y の角度変化

を表したものである．

図中の縦線1 はあふり脚が床から離れた 時点

を，2 は軸脚の踏み切りの時点を，3 は腹部が鉄

棒に接触した時点をそれぞれ表している．

腰の鉄棒への近づき具合を表す∠Y をみると∠

Y の値は軸踟の踏み切りまでに著しく減少し，踏

み切り時では，腹部が鉄棒に接触するときの値に

かなり近くなっている．つまり，腰を鉄棒に近づ

ける動作は，軸脚の踏み切り時点までにほとんど

なされているということができる．

肩の後方回転の程度を表す∠X をみると，軸脚

の踏み切り直前から腹部が鉄棒に接触する時まで

に大きな変化がみられる．つまり，肩を後方に回

転させることにより，踏み込みによって鉄棒の真
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図2　 動作中の角度変化

下付近に近づいた腰を鉄棒上に持ちあげる動作を

助けているものと考えられるに

以上の角度分析からも“さか上がり”における

最も重要な動作は，

（1） 積極的に“腰を鉄棒に近づける”

（2） 大きぐ 肩を後方回転させる”

の二つであることか明かとなった．しかも，これ

らの動作を行う時期ならびにその程度について整

理すると，“腰を鉄棒に近づける”動作は踏み切

り時までにほとんど完了してしまうこと，また，

大きな“肩の後方回転”は軸脚の踏み切り直前か

ら始め，られ，その後，一気になされていることが

わかる．との二つの動作のいずれにも重要な意味

をもって関わるのは軸脚の踏み切り時点であり，

このことから踏み切り時の状態が“さか上がり”

の成功・不成功の鍵を握っているといえる．

その韜脚の踏み切り時の既習得児と未習得児の

∠X ， ∠Y ，の平均値・標準偏差を示したものが

図3 である．　　　　　J
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踏み切り時の各角度の平均値・標準偏差

∠X ，∠Y ともに，既習得児の方がその値は有

意（pく0 ．0：L）に小さい傾向を示した．∠X は，

肩の後方への回転の程度を表す指標であり，踏み

切り時では，その値が小さい方が，踏み切り後，

高い位置からの大きな回転力を得るのに有利であ

る．また，腰の鉄棒への接近の程度を表す∠Y に

おいて踏み切り時でその値が小さい ということ

は，踏み切り時までに積極的に腰を鉄棒に引きっ

けられたことになる．

以上のように既習得児 と 未習得児の比較から

も，“さか上がり”を成功させるためには，踏み

切りまでは肩を高い位置に保つこと，また，踏み

切りまでに腰を鉄棒に積極的に近づけることの2

点が重要であることが明らかになった．

次に，“さか上がり”動作をするときに逆手，順

手のどちらの握り方が有利かという問題について

－249¬

考えてみると，踏み切り時の状態から図3 の順手

と逆手を比較してみると，既習得児，未習得児を

問わず，順手の方が∠X ，∠Y とも値が小さく，

実際に行われている動作からみるかぎり，逆手よ

りも，順手の方が有利であるといえる．

このような結果か得られた理由については次の

ようなことが考えられる．逆手で“さか上がり”

をする場合，後方への回転方向から考えると握り

が離れやすいため，手首を曲げ，しかも深く肘を

曲げた状態で鉄棒を握りがちとなる．この深い握

りからの試行は，スタート時点からすでに肩の位

置が低くなりやすく，大きな回転力を得るという

点からは有利であるとは言えない．それに対し順

手の場合には，回転方向に対して握りが離れにく

いため，肩が高い位置から大きな後方回転に入る

ことができることとなり，“さか上がり”動作に

とって有利であると考えられる．また軸脚の踏み

切りまでに，腰を積極的に鉄棒に引きつける必要

かおるが，逆手の場合，鉄棒を下から握って引き

つけるのに対し，順手の場合，上から鉄棒を押さ

えるようにして，より積極的に腰を鉄棒に引きつ

けることができる点もプラスしているものと考え

られる．

以上のことにより，低鉄棒での“さか上がり”

では，順手によって学習した方が合理的であると

言えそうである．

2 ，肘関節の角度変化

図4 ぱ さか上がり”動作中の肘関節角度変化

を既習得児，未習得児で比較したものである．縦

線1 はあふり脚が床から離れた時点を，2 は軸脚

の踏み切り時点を，3 は腹部が鉄棒に接触した時

点をそれぞれ表している．

既習得兒は，いずれも肘関節を伸ばしながら踏

み切っていたのに対し，未習得児では，肘を曲げ

るようにしたり，あるいは，曲げたまま踏み切っ

ていることが明らかとなった．

図中の同一児童の習得前後（G 児，G ’児）の
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E 児

F 児

G 児

3

動作中の肘関節角度変化

肘関節の 角度変化をみても， 得習前 （G 児） で

は，肘関節を曲げたまま踏み切っていたのが，習

得後（G ’児）には積極的に肘関節を伸ばしながら

踏み切るように変化した．

肘を深く曲げれば曲げるほど，踏み込み動作に

よって肩が鉄棒に近づ き，軸脚の踏み切りのため

に 肘を深く 曲げたまま， さらに腋を 引き つけ る

と，みぞおちの辺りが鉄棒に引きつけられ，腰は

鉄棒 より かな り 前方に移動することになる．そ

れに対し，肘を伸ばしながら腋を引きつけてゆく

と，腰は鉄棒の真下付近に留められ，続いて行わ

れる腰の引き上げ動作にとっても有利となる．

また，“さか上がり”動作で，軸脚の踏み切り

直前から肘関節を伸ばし，肩を後方に倒して後方

回転に入 る動作は，鉄棒から頭部までの距離を長

くすることになり，軸脚の踏み切り後に，より大

きな後方への回転力を得ることかできる点からも

有利だと考えられる．

これまで の動作分析の結果を総合するど さか

上がり”の指導のポイントは以下のよう に整理す

ることかできる．

（1） 鉄棒を順手で握らせておこなわせること．

未習得児

1 2

Oj 秒

（2） 踏み込み，踏み切り動作を通じて ，腰を積

極的に鉄棒へ引きつけさせること．

（3） 軸脚の踏み切り直前からは，肩の後方への

倒し動作をおこなわせること．

（4） 軸脚の踏み切り後は，肘の伸展を伴った積

極的な肩の後方回転をおこなわせ ること．

＝これらのポイントから“さか上がり”の実際指

導について考えてみるど さか上がり”の踏み切

り時までの指導と踏み切り時以後の指導に分ける

ことかできる．“さか上がり”の踏み切り時まで

の指導では，指導のポイント（1）囗2 ），　（3！から次の

ような“さか上がり”の踏み切り動作の練習方法

を考えた．

（i ） 写真1 －①のように，順手で軽く鉄棒を握

る．

（ii） 軸脚を鉄棒の前方一足長の踏み切り位置ま

で踏み込む．

（iii） あふり脚の膝を曲げながら引き上げること

により，腰を積極的に鉄棒真下付近 まで引き

上げる．

（iV） 写真1 － ⑤のように，腰をできるだけ鉄棒

に引きつけた後，肘関節を伸ばしながら肩を



後方に倒す。

① ② ③　　 ‥，‥‥ ④

写真1　 踏み切りのための練習動作

踏み切り働 作練習の中Tで，（iV）の練習を加える

ことにより後方への回転をうながすこ／とができ，

“さか上がり”万の後方回転の導入部分と，後方へ

の大きな回転力を得る／ために必要な肘関節の伸展

勦作が身につくことが 期待で きる．．

⑤
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銷こ補助具としたものを握っていなければならな

いことが多いため，常に不安感かつきまとってい

た．そこで腰を鉄棒に固定した状態での積極的な

回転動作を安心して学習できる補助用具の開発に

せまられた．

踏み切り時以後の プ‘さか上がり”動作の練習と　＼　瓦 回転用補助具の試作々その応用

しては，卜指導のポイント．㈲にあるように，踏み切　　　　　　　 ＼　　 つ

り動作により積極的に腰を鉄棒に近づけた後，で

きるだけ 腰を 讖棒から 離さないように 腋をしめ

て，積極的に肩を後方に回転させることが重要と

なる。　　　 ダ　　＝：　　1

しかし，実際の未習得児 の動作をみると，積極

的 に肩を後方に回転させようとしても腋のしめが

持続せずに，腰 が鉄棒から離れていってしまうこ

とが失敗の大きな原因であった，学習者に踏み切

り以後の積極的な肩の後方回転を身につけさ甘る

ためには，腰を鉄棒に固定さサ る補助用具の使用

が有効とな ると考えられる。卜腰の鉄棒への固定の

ために用いられてきた従来の補助用具についてみ

るえ ，：タオル，帯，縄などのひも状のものであっ

た，女子，の。場合は同様な効果を得るためにスカー

トを鉄棒に巻き付けるなどの方法も見受 けられて

いた。卜……… ……jjy＝，‥‥ ‥　‥　‥‥，　‥‥

しかし，ヱ れらの補助具を使って腰を鉄棒に固

定する場合，∠運動中たえず試技者が鉄棒といっし

・方　 ‥　・＝法 ・・　一　… …… 卜…　 …… … ……

L 補 助 べ冷 卜の試作 に際 して 配 慮 した点

今回 ，試 作を行 った 補助用 ベルト は ，低 鉄捧 に

お け る 踏 み 込 み “さか上 がり” や9 －
＝
腕 立てで の

“後 ろま わり”．“前ま わり” など ，主 に．腰を 鉄 棒

に固定 した 状態 で の回 転運勤 の学習 に 用 いる もの

と して 次 のよ うμ 点 について 配慮 した ．，

旧 各運 動 か合理 的な動作 として 補 償 され るこ

と ．

①　 腕 立で 前 まわり” につい て は ，……………

コO 回転 軸であ る鉄棒 に股関 節を 確 実に フ ッ

ニ レクで き ること ．し ＞ 口… … ……，………万…………

…………O 回転 力を 得るた めの上体 や膝 の 屈伸 が自

…… ……由 にで きる ことに　　　　　 卜 （……………

Q 腕 立て懸 垂の ための手 ・肘関 節の屈 伸が

＼　… …自 由 にでき ること ． し　　 ニト ；△‥　‥‥＝

卜 ②　 踏 み込 み ざ か上がり ”＝お よ び 腕 立 て

ノ　゙‘後 ろま わり”‥について尅 ，卜 十 ＜卜‥‥‥
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O 両脚離床前に腰が鉄棒に近づき，離れに

くい こと．

〇後方への回転を得るための肘関節の伸展

が自由にできること．

（2） 学習者に不快感がなく，安金が保証される

こと．　　　　　　　　　　　　　卜

（3） 取扱いが簡単であり，管理が容易であるこ

と．　　レ

2 ．試作した補助ベルトについて次のような方

法でテストを行った．

（1） 小学校における授業時に装着・取扱い方法

を説明した後，自由に使用させた．

①　補助ベルトを用いて試行する運動をチェ

ックした．

②　補助ベルトの使用後，使用した感想を記

述させたレ

（2） 腕立で 前まわり”および踏み込み“さか

上がり”がまだできない児童を被験者とし，

補助ベルトを用いての試行中の動作について

補助ベルトを用いない場合と比較した．

①　被験者の膝関節にエレクトロゴニオメー

タを装着し，動作中の膝関節角度変化を記

録した．

②　動作中のフォームの記録は，ビデオ・カ

メラを使用し，被験者の側方より上記の膝

関節角度変化曲線の記録と同期して撮影・

記録を行った．

結果ならびに考察

1 ．試作した補助ベルトの構造とその使用法

今回試作した補助ベルトの構造は，図5 に示し

た通りである，装着 は，図6 のように学習者が

“腹がけ（ふ とん干し）姿勢”になった状態で，

補助ベルトの布部で臀部全体かおおわれるように

し，両側のナイロン・ベルト（B ）は鉄棒を回して

ベルトに取り付けられたバックルA とA ’を止め，

ベルト両端を引き腹下部を鉄棒に密着させるとい

二 ⊃≒

図5　 試作した補助ベルトの構造

図6　 補助ベルトの装着方法

う手順が最も確実であり，今回対象とした児童に

とっても容易であった．

2 ，補助ベルトを用いて試みられた運動

装着方法が比較的容易であったため，取扱い説

明を受けた小学校4 年生（男女計44 名）では図

7 に示したように積極的な利用がみられた．

補助ベルトを用いて試みられた運動は，“前ま

わり”“後ろまわり”“さか上がり”の順で多く

みられ，つづいて手放しで の“後ろまわり”や

“前まわり”がみられた．この傾向は取扱い説明
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図7　 補助ベルトを用いて試みられた運動

時に示範した影響が十分に考えられるか，対象児

全員が 前まわり”を未習得てあるために“前ま

わり”への試行が高率を示したものと考えられる．

また，試行した結果の自己評価においても「 うま

くできた」「できた」を合わせるど 前まわり”

が最も高率を示しており，他の運動より試行によ

る満足感を得たものと考えられる．一方，“さか

上がり”未習得児の補助ベルトを用いて試行した

児童全員が「うまくできた」と答えたにもかかわ

らず，「試して みなかった」児童か最も多くみら

れた．これは，ごく少数の“さか上がり”未習得

児が多くの既習得児の中で試みるのに抵抗のあっ

たことか予想されることや，今 回の授業で用いた

鉄棒の高さが対象児にはやや高かったことか，そ

の理由として考えられる．

（3） 補助ベルトを用いた場合の動作の変化

授業前に一人でできなかった児童の最も多かっ

た 前まわり”において，補助ベルトを用いた場

合と用いない場合との膝関節の角度変化を比較し
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たのか図8 である．図の下部には鉄棒を中心とし

だ 前まわり”の回転中に大腿部がそれぞれの象

限を通過する時の膝関節角度を示した．図にみら

れるように，補助ベルトを用いた場合には，回転

の始め，大腿が第2 象限にある時点で は膝関節が

深く曲げられていたのが，大腿が第4 象限に入る

回転の中盤からは膝関節が積極的に伸ばされてい

ることがわかる．第2 象限での膝関節が深く曲げ

られた下肢は，腕立て支持姿勢から“前まわり”を

行うための頭部の落下によって得られた回転力を

生かすには有効であり，また，第4 象限での膝関

節の積極的な伸展は，後半における回転速度を上

げるのにプラスとなる動作である，この膝関節の

動作を第1 象限から第4 象限にかけて5 名の被験

者について，その角度変化をみたものが 図8 の上

部である．いずれの被験者も補助ベルトを用いな

い場合とは逆に，補助ベルトを用いた場合には，

第4 象限に入る直前から膝関節 が伸ばされはじ

め，第4 象限には伸展が最大となっていることか
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前まわり 膝関節角度

図8　 補助ベルトを用いた場合の勁作の変イ匕

明らかとなった．

（4） 補助ベルトを用いた授業後の感想

授業直後，補助ベルトを用いた感想をアンケー

トによって 答えさせたところ 図9 のような結果

が得られた．

補助ベルトを使ってみた結果，男女とも少なく

とも50 ％ は 厂すごくおもしろかった」 ようであ

り，「おもしろかった」を 加えると80 ％を越え

た．また，70％近くの児童か「あまりこわくなか

った」と答えているのを考え合わせると，児童に

積極的に受け入れられたことかわかる．しかし，

第2 の質問で「こわかった」あるいは「すごくこ

屈曲
1

伸展

わかった」と答えている児童が約30 ％となってい

る点に注目し，自由記述欄からその理由を拾い上

げてみた．「 こわかった」理由の第一は「 スピー

ドがつきすぎる」に関連するものであったか，一

方では「おもしろかった」理由の第一か「連続し

てクルクルと速くまわれる」 ことで あることを考

え合わせると，補助ベルト自体に問題があると言

うのではなく， 補助ベルトを 用いて寸 こわかっ

た」と答えた児童は回転刺激に対する経験がまだ

十分でなかったためであろうと考えられる．

「お腹かいたいと感じたことがありましたか？」

という質問から補助ベルトによって受けた不快感



1．補助ベ ルトを使ってみておもしろかったですか ？

0

すごく

おもしろかった

お もし ろかった

あ まり

お もしろくなかった

2．補助ベルトを使ってみた時，こ わかったですか ？

0

あ まり

こわくなかった

こ わ か っ た

すごく

こわか った

50

50

3．補助ベ ルトを使っ ている畤，おなかがイタイと感じたことがありましたか ？

0　　　　　　　　　　　　　　50

あ まリイタイと

感じたことはなかった

イタイことがあ った

すごく

イタ イことがあっ た

4．こ の補助ベ ルトが鉄棒にかけ てあったら使ってみたい ですか ？

0　　　　　　　　　　　　　　　50

いつ も使って

いろんなことをしてみたい

これからも

時々は使ってみたい

使ってみたいとは

あまり思わない

図　9
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についてみると，全体の40％弱が「イタイことか

あった」り，　30＆弱が「すごくイタイことがあっ

た」と感じていた．どのような時に「イタイ」と

感じたのかを個々に質問したところ，回転の初期

と終末に集中していた．この原因について授業中

に記録したVTR や写真から「イタイ」と感じた

児童の動作を検討したところ，いずれも回転の中

心となる鉄棒に固定されているべき腰がかなり大

きく動いてしまっていることが明らかとなった．

これは，学習者か腕立て姿勢の状態で補助ベルト

を装着したために十分にベルトを締められなかっ

たためと思われる．そのため，腹部が鉄棒に密着

せず，回転の初期には腰が下方にずれる時に痛み

を感じ，終末では回転中にベルトに頼って鉄棒か

ら離れていた腰を戻すためにおこる鉄棒との接触

によって痛みを感じたものと考えられる．

このような「イタイ」経験をさせずに目的の運

動を試みさせるには，問題と考えられる装着方法

を徹底させることはもちろんであるが，補助ベル

トを用いる場合に，腹と鉄棒との間に緩衝材を入

れる必要もあろうと思われる．この緩衝材として

は，一般にタオルを厚く鉄棒に巻き付けて用いら

れることも多いようであるが，市販されているも

のとしてはパイプや水道管の保温用として利用さ

れている筒状のウレタン・フォームにビニール・

チューブの巻かれたものを応用すると効果的であ

った．

つぎに 厂この補助ベルトが鉄棒にかけてあった

ら使ってみたいか？」という質問に対しては，全

休の90 ％ の 児童が「‾使ってみたい」と思ってお

り，「イタイことかあった」にもかかわらず補助

ベルトを用いての運動に非常に興味を示している

ことがうかがえる．

ま　と　 め

I ．“さか上がり”の動作について高速記録され

た16mm フィルムの画像，ならびに肘関節の角

度変化を 分 析した 結果を 総合す ると ，そ の指 導

の ポイ ント として は以下 のよ う に整理 す るこ と

がで き る．

1 ．鉄 棒を 順手で 握 らせてお こな わ せる こと ．

2 ．踏 み込 み ，踏 み切 り動作を 通 じて ，腰 を秡

極的 に 鉄棒へ 引きつ けさせ る こと ．

3 ，軸 脚 の踏 み切り直 前か らは ，肩 の後方 へ の

倒し動 作をお こな わせ ること ．

4 ．軸 脚 の踏 み切り後 は ，肘 の伸展を 伴 った 積

極 的な肩 の後 方 回転を お こな わせ る こと ．

Tn：．腰を 鉄 棒に 固定した 状態 で の積極 的な 回転動

作を 安心 して学 習で きるよ う ，臀部を お おうた

め の布部 ，布部 と鉄棒 を結 んで 体重を 支 える ナ

イロ ンベルト ，およ びベ ルトを つな ぐ と同時 に

長さ の 調節 ので きるバ ックルで 構成 さ れた補 助

用 具を 試作 し，応用 した ところ ，次 のよ うな効

果お よ び反応 が みられた ．

1 ，試作 した 補助 ベルトを 用い て低 鉄棒 におい

て 各 種の回 転運動を 試 みさせ た ところ ，回転

速 度を 得る のに有効 な膝 関節 の屈 伸動 作か ，

積極 的に みら れるよう にな った ．

2 ．小学 校4 年 生 の授業中 に ，補 助ベル ト の使

用 方法 の説明 をし た後 ，自 由に使 用さ せた と

ころ ，

‘ （1） 補助 ベルトを用 いて 試み られ た 運 動 は

“前 ま わり ”，“後 ろま わり ”，“さか上 がり ”

の順 で多 くみ られた ．

（2） 補 助ベ ルトを 使 って みた 感想 は，70 ％近

く の児 童が 回転運 動に対 す る恐怖 感を あま

り 持つ こ とな く，80 ％ 以 上 が使って みて

「 お もしろ かった」 と答 え た ．また ，90 ％

の児 童が今後 も「 使って み たい」 と思 うほ

ど の興 味を示 した ．
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